
 

 

第 1158 回例会 2023 年 4 月 25 日 

□司  会         中澤 信敏君 

□点   鐘                  中澤 信敏君 

                   

   

中澤 信敏君 

１. RI より  

・コーディネーターニュース ５月号 

 

２. 米山奨学会より 

 ・ハイライトよねやま 277 号 

 ・３月の寄付金傾向 

               生川 秀樹君 

海禅寺様よりご芳志を 

いただきました。               

 

 

 

中澤信敏君  飯島ご住職 本日はよろしく 

お願いいたします。 

北村久文君  寒い朝、遅霜による農作物への被害

が心配です。 

杉山 裕君   飯島さん、今日はよろしくお願いし

ます。 

山崎芳雄君  久しぶりの早朝例会、よろしくお願

いします。 

飯島伴典君  おはようございます。今日はよろし

くお願いします。 

西澤尚夫君  飯島さんお世話になります。 

 

清水一典君   数年ぶりに花粉症がひどい年です。 

生川秀樹君  今日は私にとって、一年で一番心が

清らかな日です。海禅寺様よろしく

お願いします。 

 

ニコニコ BOX 喜投額 4/25 13,000 円 

今年度累計 570,002 円 63.33％  

 海禅時様で３年ぶりの開催となりました。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 ベース 欠席 メイク 出 席 率 
本 日  22 8 0 63.64％ 
前々回 23 7 2 78.26％ 

笠原 一洋君 松澤 一志君 横沢  正君 

例 会 日 誌 

幹 事 報 告 

早 朝 例 会 
出席・ニコ BOX 報告 

永代供養堂で施され
ているステンドグラ
スの職人様手作りの
ストラップをお土産
にいただきました。 



 

 

第 1158 回例会 2023 年 4 月 25 日 

永代供養堂 『還源
げ ん げ ん

』 

弘法大師空海はご自身の求道の中で、「本源に還

る」ことを意味する「還源」という言葉を残されて

います。これは全てのひとが自身の中に宿している

仏心が澄んだ悟りの心境に赴こうとする修行のあ

りようを表現した一語です.「本源的な迷いのない、

目覚め澄みきった世界に還っていく」悟りの姿、こ

れを私たちが今生の命を閉じた後、大きな仏の世界

大自然に溶け還って行く様と重ね合わせ、それをお

堂全体で表現しました。私たち人間も本来、大自然

という大きな命の一部であります。 
 外観は大自然の何一つ欠けたものがない完全な

姿を表す円形で、明かりの窓は全てステンドグラス

になっています。四季の動植物に囲まれ、南北に陰

陽を表現した作品が配置されています。日本の四季

の循環の中で様々な自然の恵みを得ながら、豊かな

文化を紡いてきました。また全てこの世は一見する

と相反する物事が一体となり、調和することで成り

立っています。男性と女性は太陽と月、昼と夜、動

と静、強と弱、そしてお堂中央に納骨穴があり、大

地とにそのまま遺骨を納め、大きな世界にお返しし

ます。 
 死は誰にでも分け隔てなく、いずれ必ずやってく

るものです。還源という大きな安心の中で、永代に

渡り、供養を続けて参ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

会長エレクトの日 

クラブ協議会 (方針と戦略発表) 

 

5 月 16 例会予定 


